
     平成 26 年 1 月 19 日 主日礼拝   
                                   

礼拝開始：午前 11 時   大川牧師・誕生日・愛餐会・聖餐式 

------------------------------------------------------------------- 

司    会 ： 赤塚敏郎兄 

奏    楽 ： 米田 香 姉   

おいのり  ： 持田樹理姉 

さ ん び  ： 新聖歌 343 「罪に満てる世界」 

十   戒      

聖   書 ： 創世記 2 章 18 ～ 23 節 （P.2-3） 

（朗読：大神久美姉） 

音    楽 ： 倉知 契牧師  

メッセージ ： 「 永遠のパートナー 」    倉知 契牧師 
 
さんび と 献金 ： ♪ 聖歌 656 「感謝します」 

聖 餐 式 

頌    栄  ： ♪ 新聖歌 63 「父御子御霊の」 

祝    禱 

報    告 

-------------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

◇ 今日は昼食後奉仕者会。とても楽しい時間です（2 時半まで）。 

◇ 来週は、ギデオン・サンデー。聖書配布の働きを応援します。 

◇ 年に一度の教会総会は 2/23（日）。前もってお知らせします。 

◇ 今週も祈祷会を大切に！  

木曜10時半 / 土曜掃除10時半・祈祷会11時15分 

◇ 祝大Ａ：マタイ 10 章～13 章   Ｂ：創世記 29 章～43 章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

今日１月１９日は、この教会の主任牧師、大川従道先生の誕生日。心からお祝

い申し上げます！大川先生は３月から新たに「東京リニューアル」という聖会を始

められます。チラシには大見出しでこうあります、「７２歳の牧師の決断・ともかく伝

道しましょう！」 新宿駅・東京都庁のとなりにあるハイアット・リージェンシー・ホテ

ルを会場に６００人の人を招待しようと準備が始まっています。私も平日はそのた

めにたくさんの時間を割いています。関東近郊に家族や友人がいらっしゃる方は、

今からお声掛けを始めてください。そして大川先生とスタッフ、この働きのために

真剣に祈りましょう。私たち瀬戸の教会は、どれほど本部教会から恵みと祝福をい

ただいているでしょう。機会を逃さず恩返しをすると、主が喜んでくださいます。 

 

聖書の舞台パレスチナには、二つの大きな湖があります。一つはガリラヤ湖。丘

陵の緑が、青い水面に映え、春には華やかに色づいた斜面の先に、ヘルモン山

の白雪が見えます。何よりも淡水魚の宝庫、一説によると１５３種類の魚がいると言

われます（ヨハネ２１の１１参照）。もう一つの湖は、死海（Dead Sea）。水面は海面

より３９６ｍも低く、世界一低い湖。ヨルダン川から注ぐ水が死海に入ると、水分の

蒸発が激しい上に、流れ出る川がないので、塩分だけが残ります。周辺には草木

も育たず、ただ岩塩と山と荒地だけ。湖の中に魚は生息できません。 

この二つの湖の違いがお分かりでしょうか。ガリラヤ湖は、ヘルモン山から来る

雪解けの水を、今度はヨルダン川に流します。つまり、常に「与え」続けているので

いつも新鮮です。しかし死海は水を受け入れるだけで、注ぎ出す先がないのす。 

 

信仰生活もこれに似ています。受けるばかりでなく、与えることでさらに多くを受

け取ります。与えることは奪われることでなく、祝福の扉を開きます。どんな小さな

ご奉仕も神様は喜んでくださいます。あなたも福音の恵みの同労者（co-worker）

になりませんか。今日は瀬戸ＣＣ初の奉仕者会。どなたでも参加できます！ 

 
                         

 瀬戸カルバリーチャペル    倉知 契 

◇次聖日礼拝奉仕者 [ 2014年1月26日]      [ギデオン・デー]  

[司会：片岡洋一兄、いのり：赤塚孝子姉、聖書朗読：平松友子姉] 

[ピアノ：小島明美姉、リード：小島 誠兄、  

アシスト：加藤由美子姉、大神久美姉 ] 

[献金：太田昌子姉、受付：加藤和代姉] 

◇PA：平松章治兄              ◇週報編集：片岡洋一兄 

◇ホームページ編集：大神真伸兄 ◇日曜学校：大神久美姉 
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